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１．2026年４月期第２四半期（中間期）の業績（2025年５月１日～2025年10月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年４月期中間期 13,827 △0.6 1,210 18.8 1,156 17.7 803 13.7
2025年４月期中間期 13,904 10.2 1,018 14.0 982 12.2 706 7.9

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年４月期中間期 88.49 88.03
2025年４月期中間期 77.99 77.58

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年４月期中間期 31,335 13,678 43.5
2025年４月期 30,731 12,964 42.0

(参考) 自己資本 2026年４月期中間期 13,624百万円 2025年４月期 12,907百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年４月期 ― 22.00 ― 22.00 44.00
2026年４月期 ― 23.00
2026年４月期(予想) ― 23.00 46.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年４月期の業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,100 2.5 2,200 23.2 2,100 22.2 1,500 4.7 165.47

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年４月期中間期 9,240,000株 2025年４月期 9,240,000株

② 期末自己株式数 2026年４月期中間期 153,616株 2025年４月期 174,740株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年４月期中間期 9,074,737株 2025年４月期中間期 9,058,362株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の

ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当中間決算に関する定性的情報(３)業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間におけるわが国経済は、賃上げによる所得環境の改善やインバウンド需要の拡大などにより、緩

やかな回復基調となりました。一方で、慢性的な物価上昇に加えて、中東やウクライナにおける紛争の長期化など

の地政学的リスクの高まりや米国の関税政策の影響などにより、先行きは不透明な状況が続いております。

当社建材事業の主要マーケットである住宅市場において新設住宅着工戸数は、改正建築基準法及び改正建築物省

エネ法の施行に伴う駆け込み需要の反動減により、前期比マイナスとなりました。

このような経営環境の中、当社は、『環境対策等の社会課題へ対応することによって持続的成長モデルを構築し、

社会貢献と利益拡大を両立』、『資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応』の中期経営計画の基本方

針に基づき、経営に取り組んでおります。

この結果、当中間会計期間の業績につきましては、売上高は13,827百万円と前年同期比77百万円(0.6％)の減収と

なりました。営業利益は1,210百万円と前年同期比191百万円(18.8％)の増益、経常利益は1,156百万円と同174百万

円(17.7％)の増益、中間純利益は803百万円と同96百万円(13.7％)の増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①建材事業

住宅分野は、前年好調であったけい酸カルシウム板「プライケイカル」の販売が減少したものの、高付加価値

製品の高級軒天ボードが増加したことにより、わずかな減収にとどまりました。

非住宅分野は、ビル工事遅れが依然として続いており、減収となりました。

これらの結果、売上高は7,629百万円と前年同期比73百万円(1.0％)の減収となりました。セグメント利益(営業

利益)は、減収や燃料費・原材料費の上昇の影響があったものの、値上げ効果や高級軒天ボードの拡販、修繕工事

の時期ずれなどにより、657百万円と同118百万円(22.0％)の増益となりました。

②化成品事業

マグネシウムは、米国の関税政策による影響で、高付加価値製品であるサプリメント用途の酸化マグネシウム

が低調であったものの、工業用途の酸化マグネシウムの拡販を進めたことにより、増収となりました。

セラミックスは、レーザー用や蛍光体の受注減により減収となりました。

これらの結果、売上高は6,197百万円と前年同期比３百万円(0.1％)の減収となりました。セグメント利益(営業

利益)は、売上構成の変化や燃料費・原材料費の上昇の影響があったものの、値上げ効果やコスト改善などの収益

改善により、1,013百万円と同127百万円(14.3％)の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当中間会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

①資産、負債及び純資産の状況

当中間会計期間末の総資産は31,335百万円となり、前事業年度末(以下、「前年度」という。)に比べ603百万円

増加となりました。主な増加要因は、有形固定資産が374百万円、売掛金が276百万円増加したことによるもので

あります。

負債は17,656百万円と前年度に比べ110百万円減少となりました。主な増減要因は、長期借入金が244百万円増

加、流動負債のその他に含まれる未払消費税が373百万円減少したことによるものであります。

純資産は13,678百万円と前年度に比べ713百万円増加となりました。主な増加要因は、利益剰余金が603百万円

増加したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末に比べ209百万円減少

し、当中間会計期間末には1,295百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における営業活動による資金の増加は1,309百万円(前年同期は1,377百万円の増加)となりま

した。

主な増加要因は、税引前中間純利益1,140百万円、減価償却費985百万円によるものであります。また、主な

減少要因は、未払又は未収消費税等の増減336百万円、売上債権の増加194百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における投資活動による資金の減少は1,496百万円(前年同期は608百万円の減少)となりまし

た。

主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出1,496百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間における財務活動による資金の増加は42百万円(前年同期は438百万円の減少)となりました。

主な増加要因は、長期借入れによる収入985百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年４月期の業績につきましては、2025年６月11日の決算発表時に公表いたしました数値から、変更はありま

せん。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2025年４月30日)

当中間会計期間
(2025年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,439 1,295

受取手形及び売掛金 3,752 3,979

電子記録債権 1,113 1,081

商品及び製品 2,796 2,774

仕掛品 853 872

原材料及び貯蔵品 1,469 1,546

その他 382 458

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 11,806 12,007

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,555 5,508

機械及び装置（純額） 8,097 7,483

土地 1,420 1,420

建設仮勘定 1,251 2,287

その他（純額） 841 840

有形固定資産合計 17,165 17,540

無形固定資産 100 85

投資その他の資産

投資有価証券 418 549

繰延税金資産 769 743

その他 472 408

貸倒引当金 △1 △0

投資その他の資産合計 1,658 1,702

固定資産合計 18,924 19,328

資産合計 30,731 31,335
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(単位：百万円)

前事業年度
(2025年４月30日)

当中間会計期間
(2025年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,799 1,749

電子記録債務 1,018 952

短期借入金 5,700 5,650

1年内返済予定の長期借入金 1,120 1,257

未払法人税等 128 401

賞与引当金 466 495

製品保証引当金 82 79

設備関係支払手形 3 2

設備関係電子記録債務 1,210 1,146

その他 1,964 1,473

流動負債合計 13,493 13,206

固定負債

長期借入金 2,104 2,349

退職給付引当金 1,871 1,911

訴訟損失引当金 45 13

その他 252 176

固定負債合計 4,273 4,450

負債合計 17,766 17,656

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 1,094 1,095

利益剰余金 10,546 11,149

自己株式 △207 △182

株主資本合計 12,754 13,382

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 153 241

評価・換算差額等合計 153 241

新株予約権 57 54

純資産合計 12,964 13,678

負債純資産合計 30,731 31,335
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 2024年５月１日
至 2024年10月31日)

当中間会計期間
(自 2025年５月１日
至 2025年10月31日)

売上高 13,904 13,827

売上原価 10,336 9,889

売上総利益 3,568 3,937

販売費及び一般管理費 2,549 2,726

営業利益 1,018 1,210

営業外収益

受取配当金 8 10

物品売却益 4 5

その他 11 10

営業外収益合計 24 26

営業外費用

支払利息 50 68

その他 9 12

営業外費用合計 60 81

経常利益 982 1,156

特別損失

訴訟損失引当金繰入額 ― 13

固定資産除却損 25 2

特別損失合計 25 15

税引前中間純利益 956 1,140

法人税、住民税及び事業税 263 355

法人税等調整額 △14 △17

法人税等合計 249 337

中間純利益 706 803
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 2024年５月１日
至 2024年10月31日)

当中間会計期間
(自 2025年５月１日
至 2025年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 956 1,140

減価償却費 997 985

固定資産除却損 25 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 30 29

製品保証引当金の増減額（△は減少） △28 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54 39

受取利息及び受取配当金 △8 △11

支払利息 50 68

長期前払費用の増減額(△は増加) △222 46

売上債権の増減額（△は増加） △325 △194

棚卸資産の増減額（△は増加） 112 △74

仕入債務の増減額（△は減少） △157 △115

未払金の増減額（△は減少） 10 △30

未払又は未収消費税等の増減額 10 △336

その他 6 △91

小計 1,512 1,455

利息及び配当金の受取額 8 11

利息の支払額 △53 △64

法人税等の支払額 △90 △92

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,377 1,309

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △586 △1,496

無形固定資産の取得による支出 △10 △0

その他 △11 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー △608 △1,496

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 △50

長期借入れによる収入 ― 985

長期借入金の返済による支出 △559 △603

長期未払金の返済による支出 △88 △89

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △190 △199

その他 0 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー △438 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 330 △144

現金及び現金同等物の期首残高 1,174 1,439

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,505 1,295
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間会計期間(自 2024年５月１日 至 2024年10月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間損益
計算書計上額

(注)２建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,703 6,200 13,904 ― 13,904

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,703 6,200 13,904 ― 13,904

セグメント利益 539 886 1,425 △406 1,018

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△406百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△406百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、中間損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間会計期間(自 2025年５月１日 至 2025年10月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間損益
計算書計上額

(注)２建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,629 6,197 13,827 ― 13,827

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,629 6,197 13,827 ― 13,827

セグメント利益 657 1,013 1,671 △460 1,210

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△460百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△460百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、中間損益計算書の営業利益と調整を行っております。


